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三
月
十
一
日
に
発
生
し
、
東
北
地
方
を

中
心
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
。

　
電
気
や
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

徐
々
に
復
旧
さ
れ
つ
つ
も
、
発
生
か
ら
三

ヶ
月
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
避
難
所
生

活
や
生
活
物
資
の
不
足
、
見
通
し
の
立
た

な
い
生
活
へ
の
不
安･

ス
ト
レ
ス
な
ど
被

災
地
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と
し
て
深

刻
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
奥
出
雲
町
の
石
田
雅
子

保
健
師
が
、
島
根
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

五
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
間
、

被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
石
巻
市
で
支
援
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
石
田
保
健
師
が
活
動
し
た
の
は
、
石
巻

市
中
心
部
か
ら
車
で
約
一
時
間
程
離
れ
た

牡
鹿
半
島
の
牡
鹿
支
所
管
内
。
現
地
で
は
、

島
根
県
雲
南
保
健
所
の
吉
井
千
栄
子
保
健

師
と
と
も
に
、
家
庭
訪
問
に
よ
る
世
帯
状

況
や
健
康
被
害
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

「
現
地
で
は
全
員
が
被
災
者
。
皆
さ
ん
が

思
い
を
吐
き
出
す
こ
と
を
我
慢
し
て
い
る

状
況
の
中
で
、
訪
問
し
一
人
ひ
と
り
の
声

を
聞
く
こ
と
は
大
切
だ
と
感
じ
た
」
と
話

す
石
田
保
健
師
。
一
軒
一
軒
、
一
人
ひ
と

り
、
被
災
地
住
民
の
生
の
声
を
聴
き
な
が

ら
、
丁
寧
な
訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
被
災
地
で
の
活
動
を
通
し

て
石
田
保
健
師
は
「
現
地
で
は
定
期

的
な
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
て
、

住
民
の
方
も
避
難
場
所
を
把
握
し
て

い
た
。
奥
出
雲
町
で
も
、
避
難
所
の

確
認
や
防
災
意
識
の
高
揚
の
た
め
に

も
訓
練
が
必
要
。
ま
た
、
要
支
援
者

の
再
確
認
や
搬
送
方
法
等
の
具
体
化

な
ど
体
制
づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て･･･

見
え
て
き
た
課
題

現
地
で
の
活
動･･･
被
災
地
住
民
の
声

　
六
月
四
日
に
は
、
同
塾
前
の
水

田
で
、
田
植
え
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
田
植
え
交
流
会
は
、
都
市

住
民
と
の
交
流
や
食
の
安
全
に
つ

い
て
考
え
よ
う
と
、
米
づ
く
り
委

員
会
（
安
部
清

代
表
）
が
、
開

館
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
中
村
館
長
の
生
徒

で
女
優
の
音
無
美
紀
子
さ
ん
の
ほ

か
、
町
内
や
東
京
、
広
島
、
隠
岐

な
ど
か
ら
約
百
四
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
田
の
神
「
サ
ン
バ
イ
さ
ん
」
に

豊
作
を
願
う
神
事
や
、
音
無
さ
ん

に
よ
る
餅
ま
き
が
行
わ
れ
た
後
、

内
谷
田
植
囃
子
保
存
会
の
メ
ン
バ

ー
五
十
人
に
よ
る
華
や
か
な
田
植

囃
子
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
づ
く
り
委
員
会
の
安
部
代
表

は
「
皆
様
の
支
え
に
よ
り
十
周
年

を
迎
え
た
。
今
後
も
中
村
館
長
を

中
心
に
、
昔
な
が
ら
の
米
づ
く
り

に
精
進
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
音
無
さ
ん
は
「
震
災
を
通

し
て
自
然
と
共
生
す
る
重
要
性
を

感
じ
た
。
今
後
は
自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
て
生
き
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
村
館
長
が
「
自
然
に

背
か
ず
生
き
る
こ
と
が
大
切
。
こ

の
気
持
ち
を
『
食
と
農
』
に
つ
な

げ
、
地
域
と
と
も
に
塾
を
育
て
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
後
、
音
無
さ
ん
と
参
加
者

が
、
薄
紫
色
の
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
の
花

を
飾
っ
た
約
三
十
�
の
水
田
に
入

り
手
植
え
を
行
い
、
自
然
の
あ
り

が
た
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　
両
日
で
の
募
金
や
入
場
料
（
二

十
一
万
千
百
八
十
円
）
は
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
東
日
本
大

震
災
へ
の
義
援
金
と
し
て
全
額
寄

付
さ
れ
ま
す
。

　
五
月
二
十
二
日
に
は
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
遠
藤
さ
つ
き
さ
ん
と
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
中
畝
み
の
り
さ

ん
を
招
き
、
「
心
を
つ
な
ぐ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
遠
藤
さ
ん
と
中
畝
さ
ん
は
、
阪

神
淡
路
大
震
災
の
際
に
も
、
音
楽

を
通
じ
た
支
援
活
動
を
行
っ
た
経

験
を
持
ち
、
ま
た
、
中
村
館
長
の

生
徒
と
い
う
縁
か
ら
、
今
回
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
の
演
奏
が
実
現
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
中
村
館
長
か
ら
「
震

災
を
通
じ
、
奥
出
雲
の
地
が
い
つ

ま
で
も
健
や
か
に
あ
っ
て
ほ
し
い

と
改
め
て
感
じ
、
コ
ン
サ
ー
ト
を

こ
の
地
で
開
催
し
た
。
是
非
、
こ

の
思
い
を
被
災
地
に
つ
な
げ
た
い

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
」
「
ノ
ク
タ
ー
ン
」
「
幻
想
即

興
曲
」
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
有
名

曲
が
披
露
さ
れ
た
ま
し
た
。

　
ま
た
最
後
に
は
、
約
百
人
の
来

場
者
と
と
も
に
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
。
被
災
地
に
届
け
と
ば
か

り
に
温
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
会
場

に
響
か
せ
ま
し
た
。

〜
こ
の
思
い
を
被
災
地
へ
〜

〜
こ
の
思
い
を
被
災
地
へ
〜

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

ア
ー
ル

田
植
え
に
挑
戦
す
る
音
無
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
写
真
左
）

被
災
地
で
訪
問
活
動
を
行
う
石
田
保
健
師

▲被災地・石巻市の状況

コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子

る
び

　
料
理
研
究
家
の
中
村
成
子
さ
ん
が
館
長
を
務
め
る
、
上
阿
井
の
「
一

味
同
心
塾
」
が
平
成
十
三
年
の
開
館
か
ら
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、

女
優
の
音
無
美
紀
子
さ
ん
を
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
田
植
え

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
主
催
・
一
味
同
心
塾
米
づ
く
り
委
員
会
）

お

し
か

な
か
う
ね

▲

▲

▲

次の窓口で募金を行っています。
【島根県共同募金会奥出雲町支会】
　・募金箱の設置場所　　　役場仁多庁舎１階町民課、横田庁舎１階町民福祉係
　　　　　　　　　　　　　各地区公民館、奥出雲町社会福祉協議会
　・受付期間　　　　　　　平成２３年９月３０日まで
【日本赤十字社島根県支部】※金融機関での振り込み
　・振込用紙の設置場所　　　役場仁多庁舎１階町民課、横田庁舎１階町民福祉係
　　　　　　　　　　　　　　山陰合同銀行三成支店・横田支店

（集計期間：3月14日～5月31日。社会福祉協議会取りまとめ分）


